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自然をたいせつにし、美しいまちをつく
りましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりまし
ょう

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちを
つくりましょう ．

元気で働き､豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつく
りましょう
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手
品
生

現
在
「
子
ど
も
の
日
」
と
し
一

Ｈ

忠

⑰

口
ワ
ワ
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祝
日

に
定
め
ら
れ
て
い
る
５
月
５
日
は
、
か

つ
て
は
「
端
午
の
節
句
」
あ
る
い
は
、

「
五
月
節
句
」
と
呼
ば
れ
、
鯉
の
ぼ
り
を

立
て
、
武
者
人
形
を
飾
っ
て
子
ど
も
の

成
長
を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
、
か
し
わ

餅
ち
や
、
ち
ま
き
を
食
べ
、
よ
も
ぎ
や

菖
蒲
（
し
ょ
う
ぶ
）
を
家
の
軒
に
飾
り

菖
蒲
酒
を
飲
ん
だ
り
、
菖
蒲
湯
に
入
っ

た
り
も
し
ま
し
た
。

の
ぼ
り
は
、
は
じ
め
勇
壮
な
武
者
絵

を
描
い
た
武
者
の
ぼ
り
で
し
た
が
、
江

戸
時
代
に
鯉
の
ぼ
り
が
つ
く
ら
れ
、
そ

の
後
、
鯉
の
滝
の
ぼ
り
を
立
身
出
世
に

み
た
て
た
庶
民
一
の
風
習
と
重
な
っ
て
、

今
日
に
つ
づ
い
て
い
ま
す
。

嬬
認
蕊
謬
議

，
ｄ
ｑ
ｌ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
１
１
軋
口
ｌ
’
し
Ｐ
ｌ
Ｉ
●
『
句
Ｉ
Ｉ
Ｐ
？

ｌ
４
ｑ
ｊ
ｌ
●
ｐ
■
１
１
■
耳
ｆ
Ｊ
Ｐ
Ｅ

咋坐一両一一手杢T－坐詞～ユ秀一“一一』生子ﾕp 手凸坐

薩蒼－1

ｉ

ｉ
１

ポ
ニ
ー
ジ
ヤ
ッ
ク
ス
と
い
っ
し
ょ
に

楽
し
も
う
Ｉ
。
市
と
教
育
委
員
会
が
主

催
で
「
親
と
子
の
音
楽
会
」
を
ボ
’
－
１

ポニージヤックスと楽しもう

L二

１
１

副
Ｊ

１ 機
関
車
を
毎
月
１
回
開
放
し
ま
す
。

開
放
期
間
は
、
５
月
か
ら
昭
年
３
月
ま
で
の
毎

月
第
３
日
曜
日
の
午
前
、
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

で
す
。
当
制
が
雨
天
の
場
合
に
は
、
側
放
い
た
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
開
放
日
以
外
に
見
学
し
た
い
方

は
、
市
商
工
課
ま
た
は
「
９
６
」
を
守
る
会
会
長

卜
野
寺
新
蔵
（
肥
前
町
１

弧
露
③
２
２
９
９
）

ま
で
連
絡
の
こ
と
（
見
学
や
機
関
車
に
乗
る
場
合

は
、
監
視
員
の
注
意
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
）

’
９
６
」
墓
心

１浜
町
市
営
グ
｜

SL…にのって

！ 遊ほ
夢
，ジ

ヤ
ッ
ク
ス
の
出
演
で
行
な
い
ま
す
。

と
き
５
月
創
日
（
土
）
午
後
５
時

一
帥
分
開
場
、
午
後
６
時
開
演
で

一
８
時
ま
で
（
入
場
無
料
）

と
こ
ろ
高
萩
市
民
体
育
館

出
演
者
ボ
’
－
１
ジ
ヤ
ッ
ク
ス
、
綾

部
蕊
ピ
ア
ノ
カ
ル
テ
ッ
ト
、
高

萩
市
民
合
唱
団

対
象
者
は
、
小
学
４
年
生
以
上
の
親

と
子
で
幼
児
を
つ
れ
て
の
参
加
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。
こ
ど
も
の
歌
を
中
心
に

日
本
歌
曲
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

／
ク
ス
の
出
演
で
行
な
い
ま
す
。

！ 双
機
関
車
に
乗
っ
て
遊
ほ
う
Ｉ
。
一

ノ
ン
ド
内
に
設
睾
垣
し
て
也
幻
る
「
９
６

毎月 1回開放

一
』一

ご
５
月
皿
日
（
土
）
午
後
５
時

訓
分
開
場
、
午
後
６
時
開
演
で

８
時
ま
で
（
入
場
無
料
）

面

）
ろ
高
萩
市
民
体
育
館
↑吊一

偲
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ポ
ニ
ー
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ヤ
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ク
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綾

部
筆
ピ
ア
ノ
カ
ル
テ
ッ
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、
高

萩
市
民
合
唱
団
志
』

か
者
は
、
小
学
４
年
生
以
上
の
親
一

」
幼
児
を
つ
れ
て
の
参
加
は
こ
遠
一

卜
さ
い
。
こ
ど
も
の
歌
を
中
心
に
一Ｔ

皿
曲
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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同

号
．
型
局
萩
市
民
の

６
Ⅲ
○
叩
同
じ
よ
う
介

瀝
と
が
わ
か
つ

″
■
、
Ⅳ

Ⅲ
高
萩
市
は
自
然
の
美
し
い
ま
ち
、
人
こ
の
た
び
、
教
育
長
に
選
任
さ
れ
ま

岬
の
心
の
豊
か
な
ま
ち
、
↑
そ
し
て
、
希
望
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
、
え
り
を
正
し

岬
に
み
ち
、
い
き
い
き
と
し
た
ま
ち
ｌ
肝
に
銘
じ
ま
し
た
。

Ｗ
ｌ
こ
ん
な
こ
と
を
日
ご
ろ
か
ら
考
え
教
育
は
「
人
を
つ
く
る
」
こ
と
で
あ

Ⅷ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
、
高
萩
市
民
憲
り
ま
す
が
、
そ
の
人
を
つ
く
る
も
の
は

叩
章
が
で
き
た
こ
ろ
に
な
っ
て
、
本
気
で
「
人
」
で
す
。
「
人
が
人
を
つ
く
る
」

Ⅷ
こ
れ
を
ね
が
い
、
そ
し
て
、
き
っ
と
実
の
が
教
育
で
す
。
つ
く
る
人
も
、
つ
く

Ⅱ

帆
市
民
憲
章
を
教
育
に
と
り
入
れ
て

新
教
育
長
鈴
木
一
慧

仙
現
で
き
る
と
確
信
す
る
よ
う
に
な
り
ま
ら
れ
る
人
も
、
人
で
あ
る
の
で
、
と
り

川
し
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
い
ま
す
と
ま
く
条
件
の
影
響
が
重
要
で
す
。
そ
の

皿
局
萩
市
民
の
き
わ
め
て
多
数
の
方
々
が
条
件
つ
く
り
が
教
育
行
政
の
根
幹
で
あ

川
司
じ
よ
う
な
ね
が
い
を
持
っ
て
い
る
こ
る
と
思
い
ま
す
。

州
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
で
す
。

私
は
か
ね
て
か
ら
、
学
校
教
育
で
は

Ｍ
こ
の
た
め
に
、
教
育
が
果
さ
な
け
れ
児
童
、
生
徒
に
、
知
識
を
つ
め
こ
む
こ

川
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
が
ひ
じ
よ
う
に
多
い
と
で
は
な
く
、
「
や
る
気
」
を
育
て
る

Ⅲ
こ
と
が
痛
感
さ
れ
ま
す
。

こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
と
信
じ
て
い

Ⅱ】王
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二

＝

己

＝

亜
年
度
の

市
政
モ
二二

タ
ー
決
ま
る

＝

＝

市
は
、
近
年
の
苦
し
い
財
政
事
情
の

中
で
、
快
適
な
市
民
生
活
の
確
立
の
た

め
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
積
極
的
に
す

す
め
て
き
ま
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
か
ら
の
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
参
考
に
し
、
「
高
萩
市

は
住
み
よ
い
」
と
い
わ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
地
域
の
市
政
モ

｜
一
夕
－
を
通
じ
、
力
を
あ
わ
せ
て
、
住

み
よ
い
高
萩
市
を
築
い
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

記
年
度
も
市
内
の
刈
人
の
方
に
市
政

モ
｝
一
タ
ー
を
委
嘱
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
教
育
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
、
え
り
を
正
し

肝
に
銘
じ
ま
し
た
。

教
育
は
「
人
を
つ
く
る
」
こ
と
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
人
を
つ
く
る
も
の
は

「
人
」
で
す
。
「
人
が
人
を
つ
く
る
」

の
か
教
育
で
す
。
つ
く
る
人
も
、
つ
く

＝ 二

－

今年も
20人

二

市
民
体
育
館
を

無
料
で
開
放

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
１
日
を
お
子

一
口
■
・
呂
呈
。
凸
■
・
二
三
・
甲
』
一
一
一
二
全
堂
一
円
ロ
ロ
一

二
言
Ｆ
二
一
二
・
口

二
宅
・
二
三
言
画
二
一
冒
・
一
一
二
』
二
二
三
・
二
三
言
二
三
三
三
二
一
二
目
画
一
一
一
一
二

ま
す
。ま

た
、
社
会
教
育
で
は
、
市
民
の
方
岫

々
に
「
生
き
が
い
」
が
高
ま
る
よ
う
に
ＭⅡ

す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
努
力
す
る
こ
刑

と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
条
件
盤
術
の
た
め
に
、
ひ
と
つ
岬

伊

ひ
と
つ
と
り
く
み
、
．
。
市
民
憲
章
の
め
ざ
州

、
、
Ⅱ

す
も
の
の
実
現
に
つ
と
め
た
い
と
思
ｖ
“

ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
Ⅷ

い
い
た
し
ま
す
。

松
本
重
幸
（
君
田
）

兜
年
度
の
市
政
モ
｜
一
夕
Ｉ
（
敬
称
略
）

所
喜
美
子
（
肥
前
町
）
、
広
井
武
（
高

浜
町
）
、
皆
川
忠
司
（
有
明
町
）
大
関

一
男
（
東
本
町
）
、
沼
田
裕
一
（
春
日

町
）
、
関
信
厳
（
大
和
町
）
、
佐
川
愛

子
、
岩
間
道
（
安
良
川
）
、
稲
田
道
子

鈴
木
正
一
（
島
名
）
、
飯
田
酉
三
郎
、

田
畑
辰
雄
（
秋
山
）
、
大
槻
淳
一
、
星

名
春
吉
（
手
綱
）
、
斉
藤
昌
子
（
高
戸
）

臼
井
進
、
細
貝
八
重
（
高
萩
）
鈴
木
修

二
（
大
能
）
、
細
金
和
男
（
赤
浜
）

＝
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さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
ス
ポ
ー
ツ
に
し

た
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
で
は
、

市
民
の
親
睦
と
体
力
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
、
市
民
体
育
館
を
無
料
で
開
放
し

て
い
ま
す
。
毎
月
第
３
日
曜
日
（
家
庭

の
日
）
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
開
放
し
、
体
育
指
導
委
員
が
技
術
の

指
導
を
す
る
。
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

体
育
館
に
は
、
各
種
目
に
要
す
る
道

具
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
気
軽
に
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
（
剣
道
、
柔
道
具
は
、

持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

ま
た
、
体
育
館
を
利
用
さ
れ
る
方
は

か
な
ら
ず
上
ぐ
っ
を
忘
れ
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
帰
る
と
き
に
は
、
か
な

ら
ず
自
分
の
持
ち
物
（
運
動
靴
、
カ
バ

ン
、
下
着
な
ど
）
で
忘
れ
物
が
な
い
か

を
た
し
か
め
て
か
ら
帰
る
よ
う
心
が

け
て
く
だ
さ
｛
い
・
州
放
月
と
種
目
は
、

表
の
と
お
り
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
翻
③
１
１
３
１
へ
ど
う
ぞ

し
ま
す

市政懇談会はじまる

市では、今年も市政懇談会を開き

ます。

‘恩市が、今何をしているのか”をお

知らせするだけでなく ”市に何を求

めているか”を知ることがなにより

大切なことです。

そこで、市長が市民のみなさんの

中へ積極的に足を運び生の声を聞く

ため市政懇談会を開きますので、多

数参加ください。

時間は午後7時から

《
）

1

1

’

月1回

開放日と種目

し|軽ヌ月
些吟

ン説 支場 ﾄ

5バレーボール

6（1、 ミントン

7バレーボール

|､ン|

怪スポ 含ﾅj､)ノ ィレク

軽スポーツくし叉を含む）
5月2○日

5月S0日

6月10日

車
《
浜
垂
阜

公
集
公

民
会
民

館
所
館

中
高
石くツ

白
エ
宮
子
ポス軽

球

承倫
一歩5ｺ､

レクを含む）

8バトミントン

9バレーボール
ー － ､舎画 一

10バレーボール

柔道、剣道、 トレーニングル ムは

毎月開放します。
球畠

一

体力づくりにふるって参加’ てください

皿
一
咽
－
１
－
２
－
３

バトミン1， 3 軽スポーツ（レクを含む）

バトミン1､ン

|、 ミントンノ

卓 球
F
◆

、 『

軽スポーツ（レクを含む〉

卓 球
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ず
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マ
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ｒ
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Ｏ

争
■
？

“
合
ａ

●
■
り

も
。
■

。
ｒ
ひ

鼻
●
巳坤

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

海
岸
な
ど
ゴ
ミ
が
多
く
出
る
李
節
で
す
が
、
み
な
｛

ん
が
持
ち
よ
っ
た
ゴ
ミ
は
、
き
め
ら
れ
た
場
所
や
、

自
分
で
持
ち
帰
え
る
習
慣
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

家
庭
か
ら
で
る
ゴ
ミ
も
袋
に
入
れ
て
指
定
さ
れ
↓

塒
所
に
置
き
た
い
も
の
で
す
。

は
ず
か
し
い
不
法
投
棄

観
光
シ
ズ
ン
を
迎
え
て
こ
の

な
不
法
投
棄
は
な
く
し
た
い
戦

す
。
（
昨
年
花
山
で
）

｜
く
に
５
月
は

' '1 1 ５
月
の
観
光
シ
ー

コ

も

、

、

従
み
よ
い
ま
ち
弓

公
害
は
自
然

土
手

迎

町
ｖ
ｆ
ｊ
－
一
Ⅲ
Ⅱ
引
手
一
・
・
●

Ｉ
ト
ー
、
Ｉ
ｒ
Ｌ
Ｖ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
山
Ｖ

Ｉ
Ｊ
－
、
ｉ
ｌ
１
も
役
Ｉ
ｌ
Ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ

川
Ⅱ
里
Ｔ
Ｉ
Ｌ
叩
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｑ
ｌ
Ｉ
、
〉
Ｊ
ｈ
ｌ
Ｉ
Ｊ
グ

を
破
壊

歩
』
匂

０
ノ
ー
ず

《雪
国詩

フ

/Lノ

ミ／／
〃、

|肋

1

ー‘

1日4台の収集車がフル回転処理には2 1､ 冒

叩:2台と4 1､ン車2台が1台3人1糾となり収集’

ています。

処理能力は1日30トン

現在、十王町と市内のゴミをlX熊していま

すが、 1.000力川からのゴミを脂")焼ﾉﾓ|]処]W

をしてし、ます°
川はないている

河川や、海岸などはきれいにし

たいものです。地ｶのみなさん

の協力がなければ…。問胆はあ

とをたたない。

鍵
》
議
蕊
鍵
鶏
識
鍵

、〆

ゴﾐが水害を撫即Ⅱにつ幸》ていたゴﾐ…で床下澄雌どの（一昨年の行人塚）
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ハ
ガ
キ
加
枚
を
無
料
で
・
危
険
物
取
扱
者
の
試
験
無
料
で
人
権
相
談
が

重
度
身
体
陣
群
背
（
１
．
２
級
）
で
人
権
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
市
が
指
定

危
険
物
収
扱
者
試
験
の
お
知
ら
せ
で

手
帳
を
お
持
ち
の
洲
６
歳
以
ｔ

の

方

に

す

。

に
な
っ
た
こ
と
は
、
ご
存
じ
だ
と
思
い

試
験
種
別

郵
便
〈
ガ
キ
訓
枚
を
差
し
上
げ
ま
す
。
ま
す
。
今
年
は
、
と
く
に
相
談
の
同
数

乙
柾
（
全
翔
）
及
び
丙
種
危
険
物
収
を
ふ
や
し
て
相
談
に
応
ず
る
こ
と
に
な

希
望
す
る
万
は
、
手
帳
を
持
参
し
郵

扱
背

便
局
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。
り
ま
す
。
（
相
談
は
無
料
で
す
）

ま
た
、
代
理
の
方
の
申
し
出
や
、
郵
願
害
受
付
期
日
、
場
所

結
婚
や
離
婚
、
相
続
や
扶
養
の
こ
と

５
月
⑫
。
蝿
・
皿
日

便
に
よ
る
（
手
帳
番
号
診
級
別
、
住
所
交
通
覗
故
、
公
害
、
近
所
か
ら
の
い
や

日
立
市
会
瀬
町
４
の
９
の
過

氏
名
を
記
入
し
押
印
す
る
）
巾
し
出
劃
淌
が
ら
せ
、
裁
判
（
民
事
）
費
用
な
ど
で

茨
城
県
立
中
小
企
推
棉
杣
セ
ン
タ
ー

結
構
で
す
。
３
階
孜
至
困
る
方
や
、
な
や
ん
で
い
る
方
は
、
遠

慮
な
く
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

受
付
締
め
切
り
は
、
５
月
瓢
日
ま
で
試
験
期
日

妙

申
し
出
川
紙
は
、
郵
便
川
、
ま
た
は
と
き
５
月
咽
日
午
前
叩
時
か
ら
午

Ｍ
和
馳
作
６
月
珀
日
（
日
）
↓

福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
※
く
わ
し
く
は
、
商
萩
巾
消
防
木
部
危
後
３
吋
ま
で
識
〆

く
わ
し
ぐ
は
螂
仙
局
へ
ど
う
ぞ
陥
物
係
へ
雛
②
２
２
５
８
と
こ
ろ
高
軟
巾
中
央
公
民
節
，

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ

・
ざ
し
て
習
道
に
打
ち
こ
ん
で
い
る
。

「
公
民
館
へ
趣
味
で
習
っ
た
書
道
が
「
公
阯
航
が
で
き
て
、
書
道
の
機
会
に

「
練
習
は
、
階
苫
《
行
苦
、
草
書
と

き
っ
か
け
で
師
範
格
に
な
る
な
ん
て
」
恵
ま
れ
、
も
う
奉
一
度
目
分
の
力
を
た
め

一
度
に
漢
字
を
書
い
て
い
ま
す
が
、
ひ

と
話
す
伊
藤
ヲ
キ
コ
さ
ん
（
的
歳
）
Ⅱ
し
て
み
よ
う
と
考
え
講
座
を
受
け
ま
し

ら
が
な
は
む
づ
か
し
い
で
す
ね
。
今
で

春
日
町
２
１
妬
は
、
公
民
館
で
耆
道
誌
た
。
年
令
的
に
も
無
理
か
と
思
い
ま
し

は
努
力
し
て
い
る
人
と
、
し
て
い
な
い

座
を
２
年
咽
堂
け
、
昨
年
ｎ
月
に
聿
昌
道
た
が
、
好
き
だ
と
い
う
こ
と
と
、
生
き
人
と
の
見
分
け
が
つ
い
て
き
た
よ
う
な

の
師
範
格
を
と
り
ま
し
た
。
が
い
を
求
め
た
の
が
幸
い
だ
っ
た
の
で

気
が
し
ま
す
・
ゞ
私
は
、
趣
味
が
多
い
し

伊
藤
さ
ん
は
、
昭
和
６
年
か
ら
７
年
し
よ
う
ね
」
と
、
分
で
も
訓
分
で
も
、

こ
り
し
よ
う
な
の
か
し
ら
…
。
」
と
今

ま
で
書
喧
の
維
験
は
あ
る
が
、
そ
の
後
暇
を
み
て
は
脅
道
の
練
習
を
か
か
さ
な

日
哨
蝋
を
と
り
ｎ
門
を
し
て
い
る
。

筆
を
持
た
ず
、
、
ハ
ィ
オ
リ
ン
、
琴
、
三
い
と
い
う
。

名
珊
民
登

鯵

味
線
、
俳
句
な
ど
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
伊
縢
さ
ん
は
、
公
Ｋ
節
で
苫
道
柵
座

の
経
賊
を
し
て
き
た
多
趣
味
の
持
ち
主
を
終
え
、
巾
内
の
書
遊
熟
に
通
っ
て
い

鯵

燕
頚 W 、"灘

書道調來がきっ

かけとなり

|’叩範格になったー

伊藤ヲキコさん

る
が
、
卿
年
に
鼎
勤
労
者
展
に
初
め
て

入
賞
し
、
帥
年
、
刷
作
に
は
み
ご
と
雌

展
に
人
選
す
る
な
ど
努
力
家
で
あ
る
。

「
ｕ
己
流
で
は
だ
め
で
す
ね
。
日
頃

の
練
習
が
大
切
で
す
。
絵
画
ク
ラ
ブ
で

油
絵
も
描
い
て
い
ま
す
が
、
書
も
絵
も

基
水
と
練
糾
で
す
ね
。
」
と
意
欲
的
。

伊
藤
暁
華
の
雅
号
を
も
ち
師
範
た
め

い
烏
で
あ
る
が
、
ほ
ん
と
う
に
楽
し
い

烏
で
あ
る
。

ダ
ム
周
辺
の

う

あ
い
き
よ
う
者

静
か
に
泳
い
で
い
る
か
と
思
う
と
、

頭
か
ら
水
中
に
も
ぐ
る
。
し
ば
ら
く
す

る
と
思
い
が
け
な
い
所
へ
ひ
ょ
っ
こ
り

浮
い
て
く
る
。

時
の
絲
つ
の
も
わ
す
れ
て
見
て
い
ら

れ
る
湖
川
の
あ
い
き
よ
う
背
で
あ
る
。

そ
ん
な
こ
ろ
、
近
く
の
川
で
は
、
｜
，

｜
｜
ホ
ン
リ
ス
」
が
木
か
ら
木
へ
、
枝
か

ら
枝
へ
と
巧
み
に
つ
た
わ
り
、
い
そ
が

し
く
動
い
て
い
る
．
こ
の
一
一
ホ
ン
リ
ス

は
、
体
辰
の
半
分
以
上
も
の
ふ
さ
ふ
さ

と
し
た
尾
を
持
ち
、
昼
行
性
で
あ
る
が

主
に
、
早
朝
と
夕
刻
に
活
動
す
る
。
マ

1
1

ラ
ジ
オ
放
送
「
市
政
だ
よ
り
」
を
聞
い
て
い
ま
す
か

何
週
日
Ｗ
Ｒ
の
午
前
９
時
別
分
か
ら
５
分
Ⅲ
茨
城
放
送
か
利
用
し
「
巾

政
だ
よ
り
」
を
放
送
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

八
桁
Ｖ

（
、
）

一

ダ
ム
周
辺
の
木
だ
が

芽
ぶ
く
こ
ろ
、
や
ぶ
の

中
か
ら
「
ホ
ー
、
ホ
ケ

キ
ョ
」
と
ウ
グ
イ
ス
の

美
声
が
聞
こ
え
て
く
る

湖
面
か
ら
は
「
キ
ョ
ロ

ロ
ロ
」
と
ひ
と
き
わ
か

ん
高
い
さ
え
ず
り
が
ひ

び
い
て
く
る
。
カ
イ
ツ

ブ
リ
で
あ
る
魯
背
全
休

が
黒
か
つ
色
‐
頸
が
栗

色
の
あ
ま
り
め
だ
た
な

花
貫
ダ
ム
と
自
然
（
Ｋ
）

シ
知
の
樋
子
、
木
の
芽
、
果
実
な
ど
を

好
ん
で
食
べ
る
。
大
き
な
く
り
く
り
と

し
た
眼
、
長
い
尾
を
ま
る
め
て
背
中
に

背
負
い
、
物
を
食
べ
る
得
意
の
ポ
ー
ズ

に
は
、
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
。

カ
イ
ツ
ブ
リ
が
湖
面
の
あ
い
き
よ
う

什
の
代
表
な
ら
、
こ
の
一
一
ホ
ン
リ
ス
は

”
川
の
あ
い
き
よ
う
省
の
代
表
で
あ
る

。
』
。

け
し
か
知
ら
六
い
こ
の
小
さ
な
動
物
た

ち
は
、
も
つ
と
も
つ
と
愛
さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
州
発
と
言
う
名
の

自
然
破
壊
が
進
む
な
か
で
、
残
さ
れ
た

川
然
を
大
切
に
し
て
や
る
こ
と
が
出
来

る
な
ら
〃
唖
、
こ
れ
ら
の
小
さ
な
動
物
た

ち
は
、
私
た
ち
に
あ
い
き
ょ
う
を
ふ
り

ま
き
、
い
つ
ま
で
も
ほ
ほ
え
み
を
あ
た

え
て
く
れ
よ
う
。

（
高
萩
巾
、
然
た
愛
す
る
友
の
会
）

人
敵
か
ら
は
、
逃
げ
る
と
い
う
事
だ

I

I あいきょうものニホンリス
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さ
る
４
月
迦
日
、
市
中
央
公
民
館
で

納
税
貯
蓄
組
合
長
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
日
ご
ろ
納
税
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
組
合
長
さ
ん

を
招
き
、
毎
年
１
回
開
か
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

組
合
長
さ
ん
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
大
会
の
席
上
、
次
の
優
良
な
組

合
蝿
団
体
、
納
税
功
労
者
、
名
に
、
そ

こ
ぎ
星
三
三
・
二
宕
凸
二
二
壱
号
二
二
言
二
二
一
“
三
宮
・
守
二
三
三
呂
二
雪
言
二
【
二
』
ロ
三
二
言
二
二
萱
ロ
ー
言
冒
』
二
一
一
・
畠
言
Ｐ
二
一
言
画
三
一
二
口
“
二
二
盲
二
二
】
ｇ
一
言
冒
画
二
碧
口
凸
二
二

納
税
貯
蓄
組
合
大
会
が
開
か
る

組
合
咽
団
体
、
功
労
者
加
名
を
表
彰

れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
団
体
、
功
労
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

納
税
貯
蓄
組
合
（
団
体
）

北
町
一
、
仲
町
三
、
松
合
町
一
、
浜

野
町
二
、
石
滝
西
部
．
高
浜
町
一
、
有

明
町
一
の
二
、
秋
山
中
東
第
二
、
秋
山

中
東
第
四
、
小
和
田
、
す
ど
れ
、
田
の

草
、
久
川
の
各
組
合
で
す
。

納
税
貯
蓄
組
合
功
労
者
（
個
人
）

＝
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鈴
木
寅
寿
（
北
町
三
西
）
、
安
斉
正

一
（
仲
の
町
）
、
小
松
幸
喜
（
南
町
一

沼
野
義
次
（
商
栄
）
、
小
池
正
人
（
北

町
一
○
）
藤
咲
精
（
石
河
原
一
西
町
）

佐
藤
久
（
赤
浜
南
）
、
長
久
保
忠
行

（
上
宿
）
、
渡
辺
俊
也
（
原
田
）
、
鷺

野
谷
由
雄
（
安
良
川
一
二
西
）
の
各
氏

福
祉
年
金
は
、
年
１
回
７
月
に
所
得

状
況
の
審
査
を
行
な
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
乍
金
を
受
け
る
本
人
、
そ
の
配
偶
者

扶
養
義
務
者
な
ど
の
前
年
中
の
所
得
状

況
を
調
べ
、
引
き
続
き
１
年
間
年
金
が

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
も

の
で
す
。

こ
の
届
出
は
、
受
給
者
が
５
月
に
郵

便
局
で
年
金
を
受
領
し
た
あ
と
保
険
年

金
課
国
民
年
金
係
に
年
金
証
書
の
届

出
を
し
な
い
と
、
福
祉
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
か
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
住
所
が
か
わ
っ
た
方
、
新
た

に
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

方
は
、
そ
の
旨
を
係
に
届
出
て
ノ
、
だ

さ
い
。
証
書
提
出
の
期
限
は
６
月
、
日

ま
で
で
す
。

で
す
。年

令
の
所
得
状
況
や

住
所
変
更
届
は

お
早
め
に

元

一
ｊ史仇
一

一

一
恥
帳
諄

一
Ａ
㈲
寅
去

騒
週
。

＃

寺
志

一
脚
鯏
呼

ｌ

妙
文

一

一
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
の
死
亡

簾
喬
淫
藤
江
巽

一

一
そ
そ
ら
れ
る
が
、
原
因
に
つ
い
て
は
不

一
明
で
あ
る
。
慶
長
十
七
年
と
い
え
ば
大

一

一
塚
氏
は
、
す
で
に
折
木
城
へ
福
島
県
広

一
野
町
折
木
）
に
知
行
替
え
に
な
り
、
高

一
萩
地
方
は
戸
沢
政
盛
の
支
配
下
に
あ
つ

一
た
。
松
岡
日
記
に
み
え
る
戸
沢
政
盛
の

〉

一
家
臣
の
中
に
、
各
務
十
左
衞
門
の
名
は

一
み
え
な
い
。
し
か
し
、
戸
沢
氏
が
松
岡

一
城
に
居
住
し
た
慶
長
か
ら
元
和
の
こ
ろ

二
一
は
家
臣
の
移
動
が
は
な
は
だ
し
い
の
で

一
各
務
氏
は
十
左
術
門
の
切
腹
に
よ
つ

一

言
し
、
録
を
離
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一

一
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
の
死
亡

一
者
に
、

善
意
銀
行
へ

○
よ
い
姫
高
萩
店
Ⅱ
本
町

交
通
遺
児
に

４
７
，
９
２
５
円

○
大
山
俊
夫
さ
ん
Ⅱ
美
野
里
町

1
1

ハ
ノ

I
1

1

I
I
リ

＃
1

d
J

I
i
I

d
ノ

1
1

1
ノ

i

l
I
1

／

｜
（
j
ノ

’
1
ル
ノ

I

ー

一一

社
会
福
祉
の
た
め
に

１
０
、

○
荒
木
恭
平
さ
ん
Ⅱ
本
町

福
祉
の
た
め
に

４

○
春
の
交
通
安
全
キ
ヤ
ン
ペ

団
体
一
同

交
通
遺
児
に

、

１
６
０

妙
縁
霊
、
六
月
廿
六
日
、
と
こ
の
わ

き
新
十
郎
む
す
め
、
夫
に
害
さ
れ
候

葬
ご
◎

と
あ
る
。
新
十
郎
の
む
す
め
が
夫
の
た

め
に
殺
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
な

に
が
原
因
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
痴
情

か
、
夫
の
狂
暴
か
、
真
相
を
探
る
に
は

あ
ま
り
に
も
時
間
が
経
過
し
す
ぎ
て
い

る
。
三
正
綜
覧
に
よ
る
と
、
慶
長
十
九

年
六
月
二
十
六
日
は
、
新
暦
の
八
月
三

日
に
あ
た
る
。
今
か
ら
三
百
六
十
三
年

前
の
真
夏
の
夜
に
、
静
か
な
農
村
に
突

如
と
し
て
お
こ
っ
た
惨
劇
で
あ
っ
た
。

癖蕊
鵜

f壷:綴 上" ?戟態型０
０
０
円

0

4

5

円

’ 5
ン O

参O
加H

藻轍塞戦4:課 今:.ご鈴拝雛さ深‘寸

戸沢氏の侍屋敷があった上宿
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ニウみ4
公民館の目標

ﾐﾘ]るく、きれいな公民館

愛され、親しまれる公民節

気楽に、集まれる公民館

高萩市中央公民館

高萩' | j.大字高萩17－3

（屯話）3 1125

出しています。

開館時間は、午前8時30分から午後10時

までですが、公民館事業や使用申込みが

ない場合、午後5時から閉館しています

また、毎月館3日曜日（家庭の日）は、

休館日となっています。

そのほか、公民館事業なと÷についてはTi｣

報や週報でお知らせしますが、詳しいこ

とや､ご意見､要望などがありましたら、

どうぞ中央公民館へご連絡ください

‘4
癌

霧

●
方
胃
可

ブからの人選もむずかしく年寄り過ぎる

し、若い方はまだまだ仕事盛りで入会せ

ず、加えて大勢の111.に出る機会も少ない

ので、尻込み辞退者が多くついに指名入

学となりました。

しかし、入学してみてほんとうによか

ったと思いました。卒業以来あわなかっ

た古い友達と、白髪になり腰がまがった

おばあさん姿でひさかたの対面は、昔話

や古い友達の近況など話はつきません。

また、同じ高萩に住む皆様とすぐ･友達

になり、有名な先生方の講話を聞いたり

レクリエーションをかねた市内の施設史

跡めぐりで、長久保赤水先生の松月亭、

花貫夕．ム、お手まき会場等を、高萩にも

こんな歴史こんな史跡、名所がと驚くば

かりでございました。

嫁に来て子どもを育てあげ、家孫がで

きほっとして振り返えると、いつの間に

か腰のまがったおばあさんになっており

ました。 しかし今、高令者学級にはいり

視野も広がり、 これからがほんとうに意

義のある心の充実した人生の勉強ができ

ると思うと、光ある前途を夢見ることが

できるような気がします｡

毎月の学級定例日が、待たれてなりま

せん。 （関口滝みえ子）

匡訓既態臘．
公民側‘|・は､市民のみなさんのものです

公民館の目標にあるように、愛され親し

まれ、気楽に集まれる施設にしたいと努

めています。高萩市には中央公民航のほ

か20の分館がありますので、市民のみな

さんにご利用いただくため、各館を紹介

しましょう。今回は、中央公民irl'iです。

高萩市中央公民館は、市役所の西南、

高萩小学校の坂下にあって、市街地に近

い閑静な場所にあります。建物は、鉄筋
雪

コンクリート2階建、延面積は1, 124if

（340坪）で、昭和46年9月25日に竣工、

同年10月1日から公民館事業が開始され

ました。昭和50年11月3日、文化の日に

優良公民館として、文部大臣から受賞の

栄誉に輝きました。この表彰について

｢月刊公民館」4月号は、高萩市中央公民

館をつぎのようは紹介しています。

「住民各層を対象に、少年社会学級、家

庭教育学級、婦人学級、高令者学級、身

障者学級、生活学校など幅広い学習の機

会を設けている。 また、苦道、絵画など

文化講座を開設し、芸術文化活動の普及

奨励に努めている。 」

施設・設備としては、 1階に醜:,務室、

談話室(カラーテレビ、 20人)、中会議室

(50人） 、図書室(30人） 、調理室（ガ

ス、流し台が3基、 30人） 、2階に大会議

室（180人）和室（{20人） 、小会議室

（20人） 、結婚式場（24人）などのほか

夜間の使用ができるように常直の櫻理人

がいる管理室があり、全鮪暖房が入りま

す。 また、映写機、 ビデオ、 クロツケ

娯楽用具（碁盤、将棋盤、百人一首）な

どを備えており、希望者には、無料で貸

磯図蓮害蕪室驚
､〆

一本を貸します－

－2週間5冊まで－

どこで高萩市中央公民館の図書室でお

ｲ津11士寺
-F=LL／しふソ。

だれに高萩市内に住んでいる人、市内

に勤め先、迪学先がある人なら、どなた

でもご利用できます｡
可～

いつ月曜日から金曜日までは、午前8

時30分から午後5時まで。土曜日は、午

前8時30分から12時まで。 日曜日は、貸

出しをしません。なお、小学生が利用す

る場合は、月曜日と木曜日のみです。

借りるには貸出しカードをつくりまし

よう5申込書は、中央公民館にあります

小学生の場合は、 申込書に保護者が記

入し押印してください。貸出しカードは

1年間使えます。

なんさつ本は、 5冊まで2週|間借りられ

ます。 2週間で読める冊数を自分で決め

てください。 もちろん無料です。

図書室の本子どもの本2,000冊、おと

なの本3,500冊があります。新刊害など

をそろえたときは、市報のこのページで

お知らせします。
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市の人口と世帯数 弓＝
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4月1日現在 前月比 三
二

＝

＝ ＝

舎 人口 31，285人 （-166） 皇
寺 二

函 15，319人 （－84）.三
＝

言 〆リ
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女 15，966人 （－82） 三二
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F待ちどう
－高令者学

昨年の末の月例会で、

設する老人学級生募集!：

ましたが、生徒も五期と

しい

級日一

中央公民館で| ﾘ

ついて話があり

なると老人クラ


